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今
後
の
財
政
推
計
は
。

　
平
成
28
年
度
に
は
財
政
調
整
基
金
が

底
を
つ
き
、
経
常
収
支
比
率
も
98
・
５
％

に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
児
童
手
当・就
学
援
助
費
の
差
し
押
さ

え
事
例
へ
の
対
応
は
。

　
口
座
振
込
に
よ
る
支
給
方
法
を
変
更

す
る
な
ど
の
対
応
は
可
能
で
あ
る
が
、

税
の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
内
部
で
協
議

し
、
市
と
し
て
の
考
え
方
を
整
理
し
た
い
。

　
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
よ
る

他
の
制
度
へ
の
影
響
は
。

　
最
低
生
活
基
準
を
参
照
す
る
も
の
や

住
民
税
非
課
税
を
基
準
と
し
て
い
る
福

祉
制
度
等
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
海
抜
表
示
板
は
ど
こ
に
何
カ
所
設
置

す
る
の
か
。

　
津
波
の
直
接
的
な
被
害
が
想
定
さ
れ

る
沿
岸
部
、
島
嶼
部
の
避
難
所
及
び
公

共
施
設
１
５
８
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
は
ど
の
程
度
の
浸
水
状
況
と
な
る

の
か
。

　
国
の
公
表
に
よ
る
と
、
尾
道
市
で
は

満
潮
時
海
抜
４
メ
ー
ト
ル
ま
で
水
位
が

上
が
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
実
行
委

員
会
の
構
成
、
尾
道
市
の
か
か
わ
り
は
。

　
広
島・愛
媛
両
県
、両
県
の
観
光
連
盟
、

関
係
市
町
、商
工
会
議
所
連
合
会
、農
業・

漁
業
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
市
は

構
成
団
体
と
し
て
市
長
が
委
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
敬
老
優
待
乗
車
証
の
使
用
に
つ
い
て
、

御
調
町
以
外
で
も
バ
ス
路
線
の
な
い
地

域
で
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
を
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。　

こ
の
事
業
は
介
護
予
防・外
出
支
援
を

目
的
と
し
て
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
方
に
対
し
て
は
「
ね
こ
の
て
手

帳
」に
よ
る
集
配・訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
、

他
の
施
策
で
対
応
し
た
い
。

　（
仮
称
）因
島
南
認
定
こ
ど
も
園
の
定
員

と
一
時
保
育
は
。

　
定
員
に
つ
い
て
は
土
生・
三
庄
地
区

の
児
童
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

１
５
０
人
か
ら
１
８
０
人
程
度
を
想
定
し
て
お

り
、
一
時
保
育
も
専
用
の
保
育
室
を
確
保
し
て

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

市
内
業
者
が
優
先
し
て
受
注
で
き
る
よ

う
配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
施
設
を
開
設
す
る
事
業
者
に
は
市
内

業
者
を
優
先
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
て
お
り
、
今
後
も
強
く
要
望

し
て
い
く
。

　
介
護
従
事
者
養
成
就
労
支
援
事
業
の

成
果
は
。

　
全
国
的
に
介
護
職
員
が
不
足
し
て
い

る
中
で
、
56
名
の
方
が
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
市
内
の
介
護
事
業
所
に
就
職
し
て
お
ら

れ
、
そ
の
う
ち
尾
道
福
祉
専
門
学
校
の
卒
業
生

が
18
名
お
ら
れ
る
こ
と
は
一
定
の
成
果
と
認
識

し
て
い
る
。

　
市
内
で
Ｐ
Ｍ
２・５
を
測
定
し
て
い
な

い
理
由
は
。

　
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
り
、
大
気
汚

染
を
監
視
す
る
責
任
は
都
道
府
県
に
あ

り
、
広
島
県
の
観
測
所
が
市
内
に
な
い
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
県
内
の
観
測
所
で
基
準
値
を
超

え
る
Ｐ
Ｍ
２・５
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
県

か
ら
の
連
絡
が
あ
り
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
注
意
喚
起
を
す
る
。

　
ふ
る
里
就
職
促
進
協
議
会
の
活
動
内

容
は
。

　
新
卒・既
卒
の
大
学
生
や
中
途
採
用
を

対
象
と
し
た
企
業
合
同
説
明
会
や
高
校

生
を
対
象
と
し
た
事
業
所
説
明
会
の
開
催
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
市
内
の
求
人
企
業
と
尾
道
の
住

み
や
す
さ
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
大
学
生・高
校
生
の

就
職
状
況
の
把
握
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
は
。

　
平
成
23
年
の
被
害
額
８
２
１
３
万
円

に
対
し
て
、
平
成
24
年
は
８
７
５
７
万

２
千
円
で
あ
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
シ
ト
ラ
ス
パ
ー
ク
活
用
検
討
業
務
委

託
の
内
容
は
。

　
抜
本
的
な
見
直
し
で
は
な
く
、
施
設
の

維
持
管
理
費
圧
縮
の
た
め
の
汚
水
処
理・

電
気
施
設
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
目
的
別
入
込
観
光
客
数
か
ら
見
た
ま

ち
づ
く
り
へ
の
思
い
は
。

　
本
市
の
歴
史
、
文
化
、
景
観
、
自
然

な
ど
は
全
国
的
に
一
定
の
評
価
を
受
け

て
い
る
と
思
う
が
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
事

業
の
推
進
、
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
へ
向

け
て
の
各
支
所
と
連
携
し
た
取
り
組
み
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
聖
地
と
し
て
の
整
備
な
ど
に
よ
り

誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

予
算
特
別
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
・
答
弁

一
　
般
　
会
　
計

予
　
算
　
全
　
般

～予算特別委員会（議長を除く全議員で構成）～

委員長　 村上 泰通
副委員長 荒川 京子

平成25年度予算を可決しました!!平成25年度予算を可決しました!!平成25年度予算を可決しました!!

一般会計
特別会計（13会計）
企業会計（２会計）
総　　　額

　582億2,000万円
　381億9,092万6千円
　221億3,024万9千円
1,185億4,117万5千円

平成25年度
尾道市予算

　3月11日から14日までの4日間で審査
し、３月19日の本会議（最終日）で委員長
報告を行い、討論、採決の結果、原案のと
おり可決しました。

　

尾
道
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
着
実
な
推
進

　

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１

４
」や「
尾
道
松
江
線
全
線

開
通
」に
向
け
た
取
り
組
み

　

生
涯
を
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の「
生
き
が
い
づ

く
り
」「
健
康
づ
く
り
」

問答問答問答問答問答問

答問答問答問答問答

問答問答問答問答

歳
　
　
　
入

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

労
　
働
　
費

農
林
水
産
業
費

商
　
工
　
費

問

答
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造
船
産
業
の
２
０
１
４
年
問
題
に
つ

い
て
行
政
と
し
て
組
織
的
に
対
策
を
講

じ
な
い
の
か
。

　
以
前
か
ら
関
係
者
や
国・県
と
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
は
技
術

革
新
や
技
術
の
継
承
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

　
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
宿
認
定
事
業
の
内

容
は
。

　
今
治
市
と
連
携
し
て
し
ま
な
み
海
道

沿
線
の
宿
泊
施
設
で
、
自
転
車
の
安
全

な
保
管・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
る
施
設
を
認
定

し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
で

宿
泊
客
の
増
加
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
尾
道
市
東
京
事
務
所
の
使
用
料
を
利

用
者
か
ら
徴
収
し
な
い
理
由
は
。

　
市
内
の
商
工
業
者
の
首
都
圏
で
の
販

路
拡
大
や
営
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め

無
料
に
し
て
い
る
。

　
尾
道
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
等
賑

わ
い
創
出
事
業
の
内
容
は
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
景
観
に
配
慮
し
デ
ザ
イ
ン

性
に
優
れ
た
案
内
誘
導
の
仕
組
み
や
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
記
念
に
残
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
等
を

念
頭
に
置
い
た
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
年
度
か
ら
因
島
総
合
支
所
で
実
施

し
て
い
た
入
札
業
務
を
本
庁
で
行
う
こ

と
に
な
る
理
由
は
。

　
事
務
事
業
の
見
直
し
で
、
こ
れ
ま
で

支
所
で
行
っ
て
い
た
５
０
０
万
円
未
満

の
入
札
業
務
を
本
庁
で
行
う
こ
と
に
よ
り
事
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

　
消
防
通
信
指
令
共
同
化
事
業
に
よ
り

通
信
指
令
業
務
を
三
原
市
と
共
同
運
用

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
単
独
運
用
に
比
べ
て
三

原
市
の
ほ
う
が
経
費
節
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
回
は
三
原
市
が
通
信
指
令
設
備
の

全
面
更
新
時
期
に
な
っ
て
お
り
、
尾
道

市
の
負
担
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
尾
道

市
が
全
面
更
新
す
る
際
に
は
負
担
額
は
小
さ
く

な
る
。
　　

学
校
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、
減
免

の
扱
い
、
今
後
の
使
用
料
の
増
額
見
込

み
は
。

　
学
校
施
設
の
場
合
は
市
が
主
催
の
事

業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ
行
事
、
子

ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
つ
い
て
は
減
免
さ

れ
る
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
田
地
域
は

２
時
間
の
使
用
を
基
本
と
し
、
こ
れ
を
現
在
の

４
７
０
円
を
６
０
０
円
に
し
年
間
50
回
使
用
で
比

較
す
る
と
６
５
０
０
円
の
引
き
上
げ
に
な
る
。

　
小
学
校
の
担
任
教
員
が
１
カ
月
以
上

休
暇
を
と
っ
て
い
る
場
合
の
代
替
教
員

の
確
保
は
。

　
担
任
を
も
っ
て
い
な
い
教
諭
を
担
任

と
し
た
り
、
県
教
育
委
員
会
、
他
の
市

町
の
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
求
人
も
し
て
い
る
。

　
中
学
校
卒
業
式
の
日
程
見
直
し
の
検

討
は
。

　
基
本
的
に
は
最
後
ま
で
か
か
わ
っ
て

い
く
と
い
う
考
え
は
昨
年
と
変
わ
っ
て

い
な
い
、
合
否
結
果
に
つ
い
て
の
生
徒
、
保
護

者
の
心
情
に
つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。

　
中
学
校
給
食
の
全
校
実
施
は
。

　
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
課
題
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
提
供
方
法
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、

市
の
経
済
状
況
等
も
考
慮
し
早
期
導
入
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

　
学
校
図
書
館
司
書
活
用
事
業
の
内
容

は
。

　
司
書
２
名
で
１
名
が
４
校
、
計
８
校

を
ま
わ
り
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
配

置
し
て
い
き
た
い
。
今
後
は
図
書
の
整
理
だ
け

で
な
く
、
読
み
聞
か
せ
、
教
諭
へ
の
指
導
な
ど

学
校
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
か
ら
め
て
全
校

に
ひ
ろ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
国
保
料
の
値
上
げ
に
よ
り
収
納
率
は

低
下
し
て
い
る
か
。

　
最
近
３
年
間
は
収
納
率
は
上
が
っ
て

い
る
。
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
対

し
て
も
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
、
低
所
得
者
に

対
す
る
負
担
軽
減
を
重
要
課
題
と
し
て
提
言
し

て
い
る
。　

夜
間
救
急
の
体
制
は
。

　
患
者
数
は
１
月
末
で
16・３
人
と
減
少

し
て
い
る
の
で
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
体
制
と
し
て
は
、
近
隣
の

医
療
機
関
及
び
地
域
の
医
師
会
等
の
協
力
を
得

て
対
応
し
て
い
る
。

　
芦
田
川
流
域
下
水
道
汚
泥
処
理
施
設

の
負
担
金
の
額
及
び
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
建
設
費
は
39
億
円
で
、
負
担
額
は

４
億
３
０
０
０
万
円
、
運
営
費
に
つ
い

て
は
尾
道
市
は
６
億
８
０
０
０
万
円
の
負
担
と

な
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
処
理
費
用
が
年

間
２
０
０
０
ト
ン
と
し
た
場
合
、
20
年
間
で

４
０
０
０
万
円
削
減
さ
れ
、
安
定
的
に
処
理
で

き
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
あ
っ
た
相

談
窓
口
が
な
い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を

受
け
て
い
る
。
ま
た
担
当
者
が
各
事
業

所
の
運
営
会
議
に
も
出
席
し
情
報
収
集
に
当

た
っ
て
い
る
。

議
案
第
75
号

尾
道
市
立
学
校
施
設
等
使
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　
学
校
統
合
に
よ
り
生
口
島
の
三
つ
の

小
・
中
学
校
が
閉
校
さ
れ
る
こ
の
時
期

に
学
校
施
設
等
の
使
用
料
値
上
げ
に
つ
な
が
る

条
例
改
正
を
す
る
理
由
は
。

　
地
域
に
よ
り
使
用
料
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
現
状
は
公
平
性
の
観
点
か

ら
望
ま
し
い
も
の
で
な
く
、
合
併
後
10
年
の
区

切
り
ま
で
に
適
正
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

議案第24号  
平成25年度尾道市一般会計予算に対する附帯決議
平成25年度尾道市一般会計予算の執行にあたっては、下記事項
に留意されたい

　地域経済の低迷が言われて久しい中で本市の建設業界は、まこ
とに厳しい状況にあります。さらに2014年造船業の不振が想定さ
れる中で造船業が大きなウェイトを占める本市経済にとって、ま
ことに厳しい状況が想定されます。
　市内企業の活性化の一助とするため太陽光発電設備、合併浄化
槽設置に関する申請補助金を交付するに当たっては、なるべく市
内業者が施工できるように努めること。
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※附帯決議とは、議案に対してその執行上の要望や意見等をあらわすものです。


